
検(健)診名 対象 内容
バス検診(円) 個別検診（円）

検査費用 自己負担額 検査費用 自己負担額

肝炎ウイルス
血液検査

（1度も受けたことがない方）
3,135 0 4,708 0

胃がん

カメラ（胃部内視鏡） ー ー 15,738 3,100

30歳以上

バリウム（胃部レントゲン） 6,435 1,300 12,911 2,600

肺がん

胸部レントゲン
（65歳以上の方は結核健診も兼ねています)

3,031

(65歳未満)

600
（65歳以上）

100

3,440 700

(50歳以上の高度喫煙者) 喀痰検査（肺がん検診に追加） 2,222 400 3,817 800

大腸がん 便潜血検査 2,453 700 4,540 900

乳がん
30歳以上

の女性

エコー（乳房の超音波検査）

30～39歳、40歳以上の奇数年齢
5,995 1,200 ー ー

マンモグラフィ（乳房のレントゲン）

40歳以上の偶数年齢
6,160 1,200 7,994 1,600

子宮頸がん
20歳以上

の女性
子宮頸部細胞診 5,720 1,100 7,257 1,500

前立腺がん
50歳以上

の男性
血液検査 2,332 500 3,385 700

歯周疾患 20～74歳 歯と口腔の検査 ー ー 3,025 0

メタボ予防 30～39歳
（職場等で健診機会の無い方）

身体測定、血液検査、心電図検査、診察等
（11月末まで実施）

11,990 500 11,880 1,000

総合がん

40～49歳の男性

40～74歳の女性
前立腺
なし

バリウム

胃・肺・大腸・
前立腺がん、
腹部エコー、
視聴力検査、
肺機能検査等

※検査項目を省くこと
はできません。

ー ー 22,690 4,500

カメラ ー ー 30,480 6,100

50～74歳の男性
前立腺
あり

バリウム ー ー 25,610 5,100

カメラ ー ー 33,400 6,700

国保
ミニドック

40～49歳の男性

40～74歳の女性
前立腺
なし

バリウム

国保特定健康診査と
上記総合がんの

セット検査

※検査項目を省くこと
はできません。

ー ー 19,490 3,900

カメラ ー ー 27,280 5,500

50～74歳の男性
前立腺
あり

バリウム ー ー 22,410 4,500

カメラ ー ー 30,200 6,000

骨粗鬆症
40・45・50・55・
60・65・70歳の女性

レントゲン検査等
※70歳、生活保護世帯または
町民税非課税世帯の方は0円

ー ー 2,620

500

０※

大台町

がん検診
等のご案内

① 自覚症状のある方は、医療機関を受診してください。

② 「要精密検査」と判定された方は、必ず医療機関を
受診してください。

③ 同一年度内に同じ検診等を誤って２回受けた場合、
２回目を全額自己負担とさせていただきます。

注意事項
６５歳以上の方へ

感染症法に基づく法定健診

である結核健診（肺がん検診

に含まれています）を受けて

ください。

年
度７

令和

精密検査
血液検査・超音波検査・
直腸診・前立腺生検 等

４０歳以上



対象年齢
受診間隔

検査方法 備考
精密検査

※別途料金必要
死亡
順位

40歳以上

1年に1回
胃X線検査

胃を膨らませる薬とバリウム（造影剤）

１４０mlを飲んで胃のレントゲン写真

を撮り、胃の粘膜を観察します。

放射線被ばくの影響は

ほとんどありません。

※妊娠の可能性のある方は

受けられません。

胃内視鏡検査

左記の検査方法（胃内視鏡検査）と

同様。

男：３位
女：５位

50歳以上

2年に1回
胃内視鏡検査

口または鼻から胃カメラを入れて

食道と胃を観察します。

がんが疑われる場合には組織を採って、

同時に精密検査を行います。

胃内視鏡検査と同時に精密

検査を行う場合、自己負担金

が生じます。

※妊娠の可能性のある方は

受けられません。

生検

胃内視鏡検査中、必要に応じて組

織を採取します。

40歳以上

1年に1回
胸部X線検査
（+喀痰検査）

胸部のレントゲン写真を撮ります。

50歳以上の高度喫煙者

（1日の喫煙本数×年数＝600以上）

には喀痰検査を追加します。

（加熱式たばこではカートリッジの本数

を喫煙本数として計算）

放射線被ばくの影響は

ほとんどありません。

※妊娠の可能性のある方は

受けられません。

胸部CT検査

X線を使って体の断層を画像化し、

体の中の様子を立体的に把握する

検査です。

男：１位
女：2位

気管支鏡検査

口または鼻から内視鏡（気管支鏡）

を入れて、肺や気管支を観察します。

必要に応じて組織を採取します。

（精密検査として喀痰検査の再検査は適しません）

40歳以上

1年に1回
便潜血検査
（2日法）

便に血液が混じっていないかを

2日分の便で調べる検査です。

採便済みの容器を室温に

放置すると便中の血液が

消失します。

大腸内視鏡検査

肛門から内視鏡を入れて大腸の

一番奥の盲腸まで観察します。

必要に応じて組織を採取します。

男：2位
女：1位S状結腸内視鏡検査と

注腸X線検査の併用

肛門から内視鏡を入れてS状結腸

まで観察します。

バリウム（造影剤）を肛門から注入

しレントゲン写真を撮ります。

（精密検査として便潜血検査の再検査は適しません）

20歳以上

2年に1回
子宮頸部

細胞診検査

子宮頸部（入り口）を特殊なブラシで

擦って細胞を採り、異常な細胞が

ないか顕微鏡で確認します。

子宮頸がんは性交渉により感

染するヒトパピローマウイルス

が原因です。

→性交渉の経験のない方は

検診対象となりません。

コルポスコープ下の
組織診や細胞診

特殊な顕微鏡を使用して、子宮頚

部や子宮膣部の表面を観察します。

同時に細胞または組織を採取し検

査します。
8位

(２０代から
罹患率増)

HPV検査

子宮頸部を特殊なブラシで擦って

細胞を採り、原因となるウイルス

感染の有無を調べます。

40歳以上

2年に1回
マンモグラフィ

検査

乳房を撮影台と板の間に挟み、

乳房のレントゲン写真を撮ります。

放射線被ばくの影響は

ほとんどありません。
マンモグラフィ検査

乳房を撮影台と板の間に挟み、

乳房のレントゲン写真を撮ります。

４位

超音波検査

乳房にジェルを塗り、その上から

検査機器をあて、乳房の内部を

画像化し観察します。

穿刺吸引細胞診
病変部に細い針を刺し、注射器で

吸い出した細胞を検査します。

針生検
病変部に細い針を刺し、注射器で

吸い出した組織を検査します。

胃

肺

大腸

子宮

乳

がん検診には、がんの死亡リスクを減らす利益がある一方で、放射線被ばく、検診に伴う事故、がんと正しく判断できないなど不利益もあります。
大事なことは ①がん検診は、決められた間隔で定期的に受けること。

②検診後に腹痛など自覚症状が出た場合は、かかりつけ医に相談すること。

がん検診などのがん情報について詳しく知りたい方は、国立がん研究センターの「がん情報サービス」をご利用ください。

※1 日本対がん協会 がんの部位別統計（2022年）

国が勧める
検診について

医 療 機 関 名 住 所 電 話 番 号
胃がん

バリウム
胃がん
カメラ

肺
がん

大腸
がん

子宮頸
がん

乳がん
マンモ

前立腺
がん

肝炎
ウイルス

メタボ
予防

骨粗
鬆症

総合
がん

国保
ミニ

ドック

歯周
疾患

こやまクリニック 佐原宮前457-20 82-2600 ✕ ✕ 〇 〇 ✕ ✕ 〇 〇 〇 〇 ✕ ✕ ×

上瀬クリニック 新田472-4 85-0106 ✕ ✕ 〇 〇 ✕ ✕ 〇 〇 〇 〇 ✕ ✕ ×

高橋内科 栃原1242-11 85-0039 ✕ ✕ 〇 〇 ✕ ✕ 〇 〇 〇 〇 ✕ ✕ ×

積木整形外科 栃原1098-4 84-6868 ✕ ✕ 〇 〇 ✕ ✕ 〇 〇 〇 〇 ✕ ✕ ×

大台町報徳診療所 江馬127 76-1133 〇 〇 〇 〇 ✕ ✕ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ×

大台厚生病院 上三瀬663-2 82-1313 〇 〇 〇 〇 ✕ ✕ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ×

大石歯科医院 佐原762-1 82-1153 × × × × ✕ ✕ × × × × × × 〇

大瀬歯科医院 上三瀬714-2 82-1122 × × × × ✕ ✕ × × × × × × 〇

大台町宮川歯科診療所 江馬289-1 76-0199 × × × × ✕ ✕ × × × × × × 〇

なおみ歯科 佐原844-1 84-0808 × × × × ✕ ✕ × × × × × × 〇

大台町内

個別検診
医療機関

松阪市・明和町・多気町
の医療機関はこちら

専用の採便棒で便の表面を擦って

便を採り①1日目の採便容器を冷暗所

（冷蔵庫（4℃）が望ましい）で保管し、

②２日目を採ったら併せて提出します。

乳がんの予防には正しい知識と

乳房を意識する生活習慣

（ブレスト・アウェアネス）が大切です。

肺がんの予防には禁煙

が極めて重要です。

大台町では30歳以上の方を

対象に（２年に１回）

乳房超音波検査を行っています。

※大台町の実施する対象者とは異なります

※上記の検査が困難な場合

毎年約1.1万人の女性がかかり、

約3千人が亡くなっています。

※2

※2 がん情報サービス がん統計

※1
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